
　

平
成
30
年
度
は
、
国
が
行

う
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化

路
線
を
受
け
、
本
市
で
も
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
有
料
化
や
、

民
営
化
が
進
め
ら
れ
た
年
で

あ
っ
た
。

　

財
政
指
標
や
財
政
状
況
が

好
調
で
あ
る
一
方
、
市
民
の

暮
ら
し
は
、
ま
す
ま
す
苦
し

く
な
っ
て
い
る
の
が
実
態
で

あ
り
、
公
共
施
設
の
有
料
化

な
ど
、
負
担
は
さ
ら
に
ふ
え

る
一
方
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
で
は
、
30
年
度
末
の
国

民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金

残
高
が
８
億
７
４
５
１
万
円

も
の
金
額
に
達
し
、
こ
う
し

た
財
源
を
生
か
せ
ば
、
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
も
、
30
年
度
か
ら

保
険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

が
、
介
護
給
付
準
備
基
金
の

積
み
増
し
が
さ
れ
、
引
き
下

げ
額
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

30
年
度
は
災
害
の
多
い
年

と
な
っ
た
が
、
他
自
治
体
の

教
訓
を
生
か
し
、
本
市
の
防

災
・
減
災
対
策
の
充
実
を
求

め
る
。

　

本
市
は
、
国
の
方
針
ど
お

り
に
施
策
誘
導
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
立
場
に
立
ち
、
本
市

独
自
の
考
え
を
持
っ
て
、
行

政
の
役
割
を
今
一
度
、
見
直

す
こ
と
を
求
め
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
反
対

討
論
と
す
る
。

　

国
内
の
景
気
動
向
は
、
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続

き
、
経
済
の
好
循
環
が
さ
ら

に
進
展
し
、
民
需
を
中
心
と

し
た
景
気
回
復
が
見
込
ま
れ

る
中
、
緩
や
か
な
回
復
基
調

が
続
き
つ
つ
も
、
な
か
な
か

安
定
し
な
い
状
況
で
、
諸
外

国
の
動
向
に
も
不
安
定
な
要

素
が
あ
る
。
行
政
需
要
の
多

様
化
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
、

少
子
高
齢
化
も
進
み
、
医
療

費
、
扶
助
費
や
社
会
保
障
費

の
増
大
等
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
歳
入
確
保
と
経
費
節
減
が

求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
主
財
源

確
保
の
た
め
、
積
極
的
に
取

り
組
む
姿
勢
は
評
価
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

継
続
し
、
新
た
な
産
業
系
土

地
利
用
の
企
業
誘
致
や
、
人

口
増
加
策
を
推
進
し
、
市
の

税
収
増
に
取
り
組
ん
で
行
く

こ
と
を
望
む
。

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
優

先
順
位
を
つ
け
、
費
用
対
効

果
の
最
適
化
、
事
業
内
容
と

実
施
方
法
の
精
査
等
、
さ
ら

に
創
意
工
夫
を
し
、
行
政
運

営
に
努
め
、「
し
あ
わ
せ
創
造

都
市
い
せ
は
ら
」
の
実
現
に

向
け
、
各
常
任
委
員
会
で
議

論
さ
れ
た
決
算
審
査
の
結
果

を
十
分
に
反
映
し
た
令
和
２

年
度
予
算
編
成
を
要
望
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

平
成
30
年
度
は
、
市
政
発

展
に
む
け
、
転
機
の
年
と
な

る
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、

市
政
運
営
の
成
果
を
さ
ら
に

着
実
な
も
の
と
し
て
い
く
た

め
の
重
要
な
年
で
あ
っ
た
。

　

主
な
施
策
の
成
果
に
つ
い

て
、
健
康
づ
く
り
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者

や
障
が
い
者
が
、
住
ま
い
、

医
療
、
介
護
、
予
防
、
生
活

支
援
を
一
体
的
に
受
け
る
事

業
が
進
ん
で
い
る
が
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ

り
具
体
的
な
実
施
計
画
を
求

め
る
。

　

子
育
て
環
境
づ
く
り
は
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
・
ま
な

び
の
教
室
の
増
設
な
ど
成
果

が
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
待
機

児
童
の
解
消
や
発
達
障
が
い

児
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
校
舎
や

公
園
遊
具
の
老
朽
化
な
ど
、

公
共
施
設
の
整
備
計
画
を
検

討
し
、
効
果
的
な
利
用
に
つ

な
が
る
維
持
運
営
を
求
め
る
。

　

平
成
30
年
度
決
算
は
、
評

価
で
き
る
点
が
あ
る
一
方
、

改
善
や
、
新
た
な
手
法
の
考

案
・
構
築
な
ど
の
必
要
性
を

改
め
て
示
し
た
内
容
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
日
頃

の
市
職
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
努

力
に
、
感
謝
を
し
て
い
る
が
、

一
層
の
努
力
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
望
み
、
賛
成
討
論

と
す
る
。

　

市
税
は
右
肩
上
が
り
で
推

移
、
財
政
力
指
数
も
県
下
に

お
い
て
高
い
数
値
で
あ
り
、

各
部
署
の
施
策
推
進
の
成
果

で
あ
る
と
判
断
す
る
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
社
会

の
進
展
に
伴
う
対
象
者
増
や
、

国
の
施
策
充
実
に
よ
る
ほ
か
、

本
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
増

税
と
、
幼
保
無
償
化
制
度
も

始
ま
り
、
来
年
度
以
降
さ
ら

に
扶
助
費
が
増
大
す
る
と
予

想
す
る
。
健
康
寿
命
を
延
伸
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日
本
共
産
党

　
　
　

宮
脇　

俊
彦

い
せ
は
ら
未
来
会
議

　
　

相
馬　

欣
行

反　

対

賛　

成

賛　

成

創　

政　

会

　
　

夛
田　
　

嚴

公　

明　

党

　
　

今
野　

康
敏

　

こ
こ
で
の
討
論
と
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
採

決
の
前
に
、
議
題
と
な

っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、

賛
成
か
反
対
か
、
自
己

の
意
見
を
表
明
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
決
算
に
関
す
る
議
案
を
採
決
す

る
前
に
、
５
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
、
反

対
・
賛
成
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

　

　

　　

し
、
医
療
費
・
介
護
費
を
抑

制
し
な
け
れ
ば
、
き
め
細
か

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
は

難
し
く
な
る
。
健
康
な
市
民

を
ふ
や
し
、
扶
助
費
を
減
ら

す
取
り
組
み
の
強
化
、
推
進

を
要
望
す
る
。

　

用
地
取
得
事
業
特
別
会
計

は
、
駅
北
口
周
辺
地
区
の
大

き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、

市
の
顔
で
あ
る
の
で
、
継
続

し
、
整
備
推
進
を
願
う
。

　

観
光
振
興
や
、
新
東
名
高

速
道
路
「
伊
勢
原
大
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
運
用
開

始
に
よ
る
土
地
利
用
や
、
産

業
振
興
の
活
性
化
、
定
住
人

口
の
増
加
や
、
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
拡
充
、
自
然
災
害

等
に
も
強
い
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
財
政
健
全
化
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の

向
上
や
、
未
来
へ
の
投
資
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、「
し
あ
わ
せ
創
造
都
市

い
せ
は
ら
」
の
実
現
に
向
け
、

全
庁
一
丸
で
取
り
組
み
、
目

標
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

平
成
30
年
度
決
算
の
市
民

税
収
入
の
推
移
を
み
る
と
、

収
入
額
、
収
納
率
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
滞
納
繰
越
分
の

徴
収
率
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
不
安

定
な
雇
用
の
拡
大
に
よ
り
、

生
活
困
窮
者
の
増
加
や
、
容

易
に
陥
り
や
す
い
多
重
債
務

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
。

　

し
か
し
、
全
国
の
地
方
自

治
体
で
は
税
収
増
加
を
図
り
、

過
酷
な
取
り
立
て
の
事
例
が

時
折
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
生
活
困
窮
者
の
視
点
か

ら
滞
納
者
へ
の
支
援
を
重
要

視
し
、
生
活
再
建
を
図
る
こ

と
は
、
数
値
的
な
根
拠
に
お

い
て
も
効
果
は
明
確
で
あ
り
、

市
民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

地
方
自
治
の
役
割
に
お
い
て
、

総
合
的
判
断
か
ら
、
持
続
可

能
な
対
応
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
課
題
と
し
て
は
職

員
管
理
に
お
い
て
、
女
性
活

躍
を
積
極
的
に
進
め
る
姿
勢

が
乏
し
く
、
依
然
と
し
て
男

性
多
数
の
現
状
を
、
早
急
に

変
え
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

女
性
管
理
職
割
合
の
国
際
比

較
で
は
、
日
本
は
後
進
国
で

あ
る
。
管
理
職
へ
の
道
を
積

極
的
に
推
進
す
る
等
、
あ
ら

ゆ
る
方
面
か
ら
方
策
を
と
る

こ
と
を
特
に
申
し
添
え
、
平

成
30
年
度
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

８　

月        　

17
日
・
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議

　
　
　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

19
日
・
総
務
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　

・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

協
議
会

　
　

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

協
議
会

20
日
・
全
員
協
議
会

　
　

・
会
派
代
表
者
会
議

21
日
・
都
市
計
画
審
議
会

23
日
・
議
会
運
営
委
員
会

29
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

・
議
会
広
報
委
員
会

29
日
～ 

10
月
３
日

　
　

・
９
月
定
例
会

　

９　

月

６
日
・
総
務
委
員
会

９
日
・
教
育
福
祉
委
員
会

17
日
・
総
務
委
員
会

18
日
・
産
業
建
設
委
員
会

19
日
・
教
育
福
祉
委
員
会

24
日
・
議
会
運
営
委
員
会

30
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　

10　

月

３
日
・
議
会
広
報
委
員
会

８
日
・
山
口
県
防
府
市
議
会

　
　
　

視
察
来
庁

15
日
・
全
国
高
速
自
動
車
道

　
　
　

市
議
会
協
議
会
理
事
会

18
日
・
全
員
協
議
会

　
　

・
議
会
広
報
委
員
会

21
日
・
秦
野
市
伊
勢
原
市

　
　
　

環
境
衛
生
組
合
議
会

25
日
・
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

30
～ 

31
日

　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
日
誌

        

神
奈
川
ネ
ッ
ト

　

土
山　

由
美
子

　

会議録をご覧ください
議会だよりでは、各議員の質問・答弁の一

部を要約し、掲載しています。詳しい内容は、

市議会ホームページの会議録検索システム

か、会議録をご覧ください。（発行時期は議

会事務局までご確認ください）

会議録は、図書館、市役所１階市政情報コー

ナーなどでご覧いただけます。

平成30年度各会計決算総括表

会　　計　　名

合　　　　　計

一　般　会　計

30年度決算額
対前年度
伸率（％）

特　

別　

会　

計

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

用 地 取 得 事 業

下　水　道　事　業

国民健康保険事業

306億4,789万6,313円

12億2,901万5,770円

67億1,879万5,152円

60万1,489円

38億2,283万5,148円

104億8,460万4,889円

529億374万8,761円 -3.3

-1.1

3.7

3.4

-99.8

-7.9

-9.0


